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学校紹介

世田谷区立烏山北小学校
全校児童：６６２名（２１学級）

創立７０周年

校内研究 主題

これからの社会を生き抜く
児童の育成

～思いやりの心／

主体的・対話的・探究的な

授業づくりを通して～



今回の単元を通して…

子どもたちに憲法や政治を
身近に感じてもらいたい！



単元指導計画（全１１時間）

①
身
近
な
公
共
施
設
の
写
真
か
ら

日
本
国
憲
法
と
国
民
生
活
の
関
連

に
つ
い
て
考
え
る
。

②
日
本
国
憲
法
と
自
分
た
ち
の
生
活

の
関
連
を
調
べ
る
学
習
問
題
を
つ

く
る
。

⑥
国
民
主
権
に
基
づ
く
取
組
に
つ
い

て
調
べ
、
自
分
た
ち
の
生
活
と
の

関
連
を
理
解
す
る
。

⑤
平
和
主
義
に
基
づ
く
取
組
を
調
べ
、

自
分
た
ち
の
生
活
と
の
関
連
を
理

解
す
る
。

④
基
本
的
人
権
の
尊
重
に
基
づ
く

取
組
を
調
べ
、
自
分
た
ち
の
生
活

と
の
関
連
を
理
解
す
る
。

⑦
⑧
⑨
国
会
・
内
閣
・
裁
判
所
の
働

き
に
つ
い
て
調
べ
、
自
分
た
ち
の

生
活
と
の
関
連
に
つ
い
て
調
べ
る
。

⑩
学
習
問
題
に
対
す
る
自
分
の
考
え

を
関
係
図
に
ま
と
め
る
。

つかむ 調べる まとめる・つなぐ

③実践１：法務省教材「きめきめ王国」活用

⑪
日
本
国
憲
法
に
定
め
ら
れ
た
権
利

等
が
、
自
分
の
生
活
に
ど
の
よ
う

に
関
連
し
て
い
る
か
、
具
体
的
に

考
え
る
。

実践２ GT活用



実践紹介１ 「きめきめ王国」



実践１ ねらい

先行オーガナイザーの考え方を
用いて、理解を深めたり、見通
しをもたせたりする。



様々な情報を様々な手段で得ら
れる良さは何か考える。

情報を得る手段が限られていたら
どのような不都合が起こるかにつ
いて話し合う。

【児童の考え】
・生活が楽しくなる
・余裕が生まれる



思ったことや考えたことを自由

に発信できる良さは何か考える。

自分の思っていることや考えている
ことをそのまま発信できる時はどの
ような時か話し合う。

【児童の考え】
・すっきりする
・楽しい



実践１ 児童のふり返り 私たちの生活は情報を
たくさん知れて困らな
いけど、気を付けるこ
とが大切だと分かりま
した。この学習を活か
して上手く情報を活用
できるようになりたい
です。



知ることができる情
報が限られていたら、
みんなにとって「不
都合」で生活がつま
らないけど、権利が
あるから自由にでき
たり、生活が楽しく
なる。

実践１ 児童のふり返り



実践紹介２ GTの活用

弁護士の張江先生を
ゲストティーチャー
としてお招きして、
授業を展開しました。



実践２ ねらい

ゲストティーチャーを活用し、
話し合いの質を高める。



関係図



関係図



世界の議会選挙投票率ランキング



日本の投票率の移り変わり（衆議院選挙）

資料１



国民の政治参加の例

山形県遊佐町では、２００３年度から
若者の力によるまちづくりをめざし、遊
佐町に住む中学生・高校生の中から「少
年町長」「少年議員」を直接選挙で選び、
「少年議会」を開いている。

～中略～
少年議会には年間４５万円の予算が割り
当てられており、大人の議員も参加して
答弁を行う。これまでにマスコットキャ
ラクターの募集やバスケットゴールの設
置などが実現している。

NHK『ガチポリ！』
『山形県遊佐町HP』参照

議会選挙の投票率１８位（１９４か国
中）のスウェーデンでは、小学校低学年
から民主主義について学ぶ時間があり、
１２歳から「模擬投票」が行われている。
実際の選挙と同じ日に同じ候補者に投票
する。さらに選挙前には、候補者が学校
に演説に来る。
また、学校生活の中で投票が行われる

ことがたくさんある。限られた予算でど
のような遊具を買えばよいか全校児童で
投票して決めている。

NHK for school
『投票率が高いスウェーデン』参照

資料２ 資料３



・１０代が選挙に参
加しても、投票率
が低い。若者も政
治に対して関心が
低いのだと思う。

・任せっきりはだめ
だと思った。

・スマートフォンや
SNSを利用すれば
投票率が上がるの
ではないか。

・１２歳から模擬投
票を行っている。
子どもの頃からの
経験が大切だと思
う。

・スウェーデンでは、
選挙や政治参加が
習慣化していると
思った。

・遊佐町では、大人
も子供も政治に参
加している。若い
力が必要なのだと
感じた。

・子どものころから
政治に参加する経
験をもつことが大
切だと思った。

資料１ 資料３資料２



実践２ 児童のふり返り
色々な国を見ると、選

挙はもう当たり前でやら
なきゃいけないものだと
感じた。
国によっては模擬選挙

があり、それだけ自分の
人生に関わっているから
自分が投票できるように
なったら投票して、いい
国になるように国民とし
て協力したいと思った。

今日は班の人と話
し合いをして色々な
意見が聞けたので良
かったです。張江先
生の話を聞いて、選
挙や憲法の大事さが
分かりました。

難しいことからではな
く、身近で自分達に関わ
りのあるところから憲法
に関わることをしていけ
ば（憲法や政治に）関心
がわくのではないか、と
思った。

色々な資料を使い、選
挙について調べた。
他の国はどのような取

り組みをしているのか、
今日の授業で新しい疑問
ができた。



成果と課題

【第３時】
・権利や自由について自分事として考えることができた。
また、第３時で得た知識を活用して基本的人権の尊重に基づく
取組を調べることができた。

【第１１時】
・10代の取組を導入に用いたことで当事者意識をもって話し合い
を行うことができた。

・ゲストティーチャーにも話し合いに積極的に加わっていただくこ
とで主体的に学びに向かう姿が見られ、憲法や政治に対する関心
の高まりがみられた。

成 果



【第３時】

・１時間で「知る権利」「表現の自由」を扱ったため、授業をつ
なげにくかった。

【第１１時】

・資料の読み取りに意識が向き過ぎてしまい、話し合いが停滞す
る場面があった。

・投票率を上げるための対策に関する話が中心となり、日本国憲
法に定められた権利が自分たちの生活に深く根付いていること
を振り返り、再度確認しあうような話し合いに広がらなかった。

課 題

成果と課題



第６学年 社会科学習指導案 

世田谷区立烏山北小学校 

渡辺 大介 

１ 小単元名 わたしたちのくらしと日本国憲法 

 

２ 小単元の目標 

 我が国の政治の働きについて、日本国憲法の基本的な考え方に着目して、各種の資料で調べたり

して関係図にまとめ、我が国の民主政治を捉え、日本国憲法が国民生活に果たす役割や、国会、内

閣、裁判所と国民との関わりを考え、表現することを通して、日本国憲法は国家の理想、天皇の地

位、国民としての権利及び義務など国家や国民生活の基本を定めていることや、現在の我が国の民

主政治は日本国憲法の基本的な考え方に基づいていることや、立法、行政、司法の三権がそれぞれ

の役割を果たしていることを理解できるようにするとともに、学習問題を主体的に追究・解決し、

学習したことを基に、国民としての政治の関わり方について考えようとする態度を養う。 

 

３ 小単元の観点別評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に 

学習に取り組む態度 

① 日本国憲法の基本的な考え方につい

て各種の資料で調べ、必要な情報を

集め、読み取り、我が国の民主政治

を理解している。 

② 調べたことを関係図や文章などにま

とめ、日本国憲法は国家の理想、天

皇の地位、国民としての権利及び義

務など国家や国民生活の基本を定め

ていることや、現在の我が国の民主

政治は日本国憲法の基本的な考え方

に基づいていること、立法、行政、

司法の三権がそれぞれの役割を果た

していることを理解している。 

① 日本国憲法の基本的な考え方

に着目して、問いを見いだ

し、我が国の民主政治につい

て考え、表現している。 

② 日本国憲法の基本的な考え方

と国民生活や、国会、内閣、

裁判所の働きと国民を関連付

け、日本国憲法の特色や役割

を考えたり、学習したことを

基に国民としての政治への関

わり方を多角的に考えたりし

て、適切に表現している。 

① 日本国憲法の基本的な

考え方について、予想

を基に学習計画を立て

たり、学習を振り返っ

たりして、学習問題を

追究し、解決しようと

している。 

② 学習したことを基に、

国民としての日本国憲

法や政治への関わり方

について考えようとし

ている。 

 

４ 小単元の指導計画（１１時間扱い） 

過
程 

ねらい 

○数字は第○時を表す 

主な問い（◆）と主な学習活動（○） 

予想される児童の反応（・） 

教師の指導・支援 

（□留意点 ◎資料 ★評価【観点】） 

つ
か
む 

①身近な公共施設の

見学を基に日本国

憲法と国民生活と

の関連性について

考える。 

○公共施設の写真や資料から気付いたこと

を話し合う。 

◆公共施設はどのような考え方でつくられ

てるのだろう。 

○資料から施設の基となる考え方を調べる。 

・日本国憲法の考え方に基づいてつくられている。 

○日本国憲法の三原則について調べる。 

・日本国憲法には、基本的人権の尊重、国

民主権、平和主義の三原則がある。 

◎公共施設の写真や資料 

◎区の担当者の話 

◎日本国憲法条文 

□担当者の話の中で、日本国

憲法の考え方に基づき、施

設がつくられていることに

気付かせる。 

★ノートの記述や発言内容か

ら、「日本国憲法の基本的

な考え方に着目して、問い

を見いだしているか」を評

価する【思①】 



②日本国憲法と自分

たちの生活との関

連を調べる学習問

題をつくる。 

○疑問や調べたいことを出し学習問題をつ

くる。 

 

 

 

○学習問題に対する予想から学習計画を立

てる。 

・国民主権は、選挙とつながりがあるので

はないか。 

・基本的人権の尊重は、区役所の働きとつ

ながっているのではないか。 

・平和主義の考え方と平和宣言はつながり

があるのではないか。 

・日本国憲法は議会や役所、裁判所など政

治ともつながりがあるのではないか。 

□既習事項や児童の問いを基

に学習問題をつくる。 

 

 

 

★ノートや発言内容から「日

本国憲法の基本的な考え方

に着目して問いを見いだ

し、我が国の民主政治につ

いて考え、表現している

か」を評価する【思①】 

◎三原則を象徴する事例資料 

★ノートの記述や発言内容か

ら「日本国憲法の基本的な

考え方について、予想を基

に学習計画を立て、解決の

見通しをもっているか」を

評価する。【態①】 

調
べ
る 

③知る権利の意義と

表現の自由の意義

を理解する。 

○最近話題になっているニュースとその入

手方法を話し合う 

◆知ることができる情報が限られてしまっ

たらどうなるだろう。 

○情報を得ることができる手段が限られて

いたらどのような不都合が生じるのか話

し合い、「知る権利」の意義を理解する。 

○自分が思っていることや考えていること

をそのまま発信できる時はどのような時

か話し合い、「表現の自由」の意義を理解

する。 

 

 

◎法務省作成資料 

「きめきめ王国」 

◆ワークシートや発言内容か

ら「知る権利と表現の自由の

意義を理解しているか」を評

価する。【知①】 

④基本的人権の尊重

に基づく取組を調

べ、自分たちの生

活との関連を理解

する。 

◆基本的人権とわたしたちの暮らしは、ど

のようにつながっているのだろう。 

○基本的人権に基づいた取組を調べる。 

・区報で発信している様々なことは基本的

人権の考えに基づいて行われていた。 

○国民の権利と義務について調べる。 

・様々な権利があるけれど、国民としての

義務もあるからしっかり責任を果たした

い。 

○基本的人権の尊重の考え方と自分たちの

暮らしとの関わりについて考え、話し合

う。 

・病院の医療費や教科書無償配布も基本的

人権の尊重の考えに基づいている。 

◎日本国憲法 

◎区報や区の HP 

□基本的人権の尊重が自分たち

の暮らしに関わることを、資

料から具体的に考えさせる。 

★ノートの記述や発言内容か

ら「基本的人権の尊重につ

いて、必要な情報を集め、

読み取り、基本的人権は侵

すことのできない永久の権

利として保障され、その保

持には国民の不断の努力が

必要であることや国民生活

との関連について理解して

いるか」を評価する。 

【知①】 

わたしたちが安心して暮らせるために、日本国憲法はどのような働きをして

いるのだろう。 



⑤平和主義に基づく

取組を調べ、自分

たちの生活との関

連を理解する。 

◆平和主義とわたしたちの暮らしは、どの

ようにつながっているのだろう。 

○平和主義に基づいた取組について調べる。 

・自衛隊や非核三原則などの取組があった。 

○平和主義の考え方と自分たちの暮らしと

の関わりについて考え、話し合う。 

・平和だから国民が安心して豊かな生活が

できる。 

◎日本国憲法 

◎区報や区の HP 

□平和主義と自分たちの暮らし

との関わりを具体的に考えさ

せる。 

★ノートや発言から「平和主

義について必要な情報を集

め、読み取り、我が国が国

際紛争を解決する手段とし

ての戦争を永久に放棄する

ことなどが憲法に定められ

ていることや国民生活との

関連を理解しているか」を

評価する。【知①】 

⑥国民主権に基づく

取組を調べ、自分

たちの生活との関

連を理解する。 

◆国民主権とわたしたちの暮らしは、どの

ようにつながっているのだろう。 

○国民主権に基づいた取組について調べ、

国民主権の考え方と自分達の暮らしとの

関わりについて考え、話し合う。 

・選挙で自分たちの代表を選ぶことのでき

るのは、国民主権の考え方だった。 

・区報で意見を聞いて、政治に生かしてい

た。 

○天皇の地位について調べる。 

・天皇は象徴であって、政治には関わって

いないことが分かった。 

◎日本国憲法 

◎区報や区の HP 

□国民主権が自分たちの暮らし

に関わることを、資料から具体

的に考えさせる。 

★ノートや発言から「国民主

権について、必要な情報を

集め、読み取り、我が国の

民主政治と国民主権との関

わりや国民の生活との関連

について理解しているか」

を評価する。【知①】 

⑦⑧⑨国会・内閣・

裁判所の働きにつ

いて調べ、自分た

ちの生活との関

連、国会、内閣、

裁判所と国民との

関わりを理解す

る。 

◆国会・内閣・裁判所には、どのような働

きがあるのだろう。 

○国会や内閣・裁判所の働きについて調べ

る。 

・国会では、法律をつくっている。 

・内閣では、内閣総理大臣が中心となり、

政治を行っている。 

・裁判所は、法律に基づいて国民の権利を

守っている。 

○選挙の仕組みや裁判員制度について調べる。 

○三権分立について調べ、図に整理する。 

○国会や内閣、裁判所の働きと自分たちの暮ら

しとの関わりについて考え、話し合う。 

◎国会の仕事についての資料 

◎内閣の仕事についての資料 

◎裁判所の仕事についての資料 

□自分たちの暮らしとの関わ

りを意識させ、図や文章に

まとめさせる。 

★ノートや発言から「国会、

内閣、裁判所の役割につい

て必要な情報を集め、読み

取り、その働きや三権分

立、国民生活との関連を理

解しているか」を評価す

る。【知①】 

ま
と
め
る 

⑩学習問題に対する

自分の考えをまと

め、発表する。 

◆わたしたちの暮らしは、日本国憲法とど

のようにつながっているのだろう。 

○これまでに学習したことを関連付けて、

自分たちの暮らしと日本国憲法の働きを

関係図にまとめ、話し合う。 

・基本的人権の尊重も平和主義も主権をも

っている国民一人一人を大切にしてい

る。 

・憲法に定められているから私たちは学校

に通うことができる。 

○学習問題に対する自分の考えを書く。 

 

 

 

 

 

 

◎前時までのノートや資料 

□関係図に見出しを付けてま

とめさせる 

★関係図の記述から「日本国憲法の基本的

な考え方と国民生活や国会、内閣、裁判

所の働きと国民を関連付け、日本国憲法

の特色や役割、国民としての政治への関

わり方を考え、適切に表現しているか」

を評価する。【思②】 

★記述から「日本国憲法は国家の理想、天

皇の地位、国民としての権利及び義務な

ど国家や国民生活の基本を定めているこ

とや、民主政治は日本国憲法の基本的な

考え方に基づいていること、立法、行

政、司法の三権がそれぞれの役割を果た

していることを理解しているか」を評価

する。【知②】 

誰もが平和で安心して幸せに暮らせるの

は、日本国憲法の考えに基づいて国や区の

政治が行われているからだ。また、選挙や

裁判員制度などもわたしたちの暮らしと

関係している。 



つ
な
が
る 

⑪自分と憲法、政治

との関わりを考え

る。 

○前時のふり返りをする。 

○投票率の変化や年代別投票率を調べ、話 

し合う。 

・若い人の投票率が低い。 

◆日本国憲法に定められた権利等は、私た

ちの生活にどのように関連しているのだ

ろう。 

○資料を基に日本国憲法との関わりについ

て自分の考えを書き、話し合う。 

○ゲストティーチャーの話を聞く。 

○これから日本国憲法とどのように関わっ

ていくか、自分の考えをまとめる。 

◎投票率の変化 

◎年代別投票率 

□資料を基に具体的に考えさ

せる。 

◎日本や外国の国民の政治参

加の例 

★ノートや発言から「学習したことを基

に、国民主権を踏まえて政治への関わり

方を様々な立場から多角的に考えている

か」を評価する。【思②】 

★ノートや発言から「学習したことを基

に、主権をもつ国民の一人として、憲法

や政治への関わり方を考えようとしてい

るか」を評価する。【態②】 

 

５ ①第３時の本時案 

 ○主な学習活動 ・予想される児童の反応 
◎資料 □留意点 

★評価【観点】 

つ
か
む 

【
７
分
】 

○前時の学習を振り返る 

・学習問題を立てた。日本国憲法について学ぶ。 

○最近話題になっているニュースとその入手方法を話し合う 

・ロシアとウクライナの問題 

・メジャーリーグで日本人選手が活躍している 

・テレビやスマホのアプリ、新聞 

○テレビやインターネットがなくなったらどうなってしまうか話

し合う。 

・つまなない 情報が手に入らなくて困る 

○本時の課題をつかむ 

 

 

 

 

 

◎新聞の１面 

調
べ
る
①
【
１
５
分
】 

○資料１「きめきめ王国」の話を基に情報を得ることができる手

段が限られていたらどのような不都合が生じるのか話し合う。 

・王様の都合のいい情報だけが流されるかもしれない 

・知りたい情報が手に入らない 

○今の生活が「きめきめ王国」のようだったらどう思うか話し合う。 

・自由がなくてつまならい生活になりそう 

○「知る権利」の意義を理解する 

◎資料１：「きめきめ王国」 

□資料を基に情報の受け手と

してどのような不都合が生

じるか話し合うよう促す 

□「自由」という言葉を引き

出すようにする 

調
べ
る
【
１
５
分
】 

○自分が思っていることや考えていることをそのまま発信できる

時はどのような時か資料２に記入する。 

・「家族との会話」は、母に自分の考えていることをいうことがで

きる。 

・「学級新聞」は、大勢の人が見るから自分の思っていることをす

べてそのまま書くことは難しい。 

○自分の思っていることや考えたことを言ったり、書いたりでき

ることにはどのような良さがあるのか話し合う 

・話し合うことでよりよい方法が見つかる 

・自分のことが分かってもらえる 

○「表現の自由」の意義を理解する。 

◎資料２：自分の思っているこ

と考えたことをそのまま発信

できる時はどのような時かを

記入するワークシート 

□情報の送り手として注意し

なければいけないことにも

ふれるようにする。 

★ワークシートや発言内容か

ら「知る権利と表現の自由

の意義を理解しているか」

を評価する。【知①】 

知ることができる情報が限られてしまったらどうなるだろう。 



ま
と
め
る
【
８
分
】 

○本時のふり返りを行う 

 

 

 

板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちの生活では、「知る権利」や「表現の自由」が認められていることが分かった。権利が

認められていないと自由な生活が送れない。また、自由といっても何をしてもよいということ

ではなく、相手のことを考えて情報を送る必要があることが分かった。普段の生活の中で、も

っと権利と自由を意識していきたい。 

 
 ４月１８日 ４月１８日 

前時のふり返り 

日本国憲法に 

ついて学習する 
社会 

◎最近気になるニュース 

・ロシアとウクライナ 

・メジャーリーグ 

新聞記事 

問い 知ることができる情報が限られてしまったらどうなるだろう。 

資料１ 

きめきめ王国 

・王様の都合のいい情報だ

けが流されるかも…… 

・知りたいことが手に入ら

ない…… 

自由がなくてつまらない…… 

◎思ったこと、考え

たことを自由に

言ったり書いた

りできるよさ 

◎色々な情報を得

られるよさ 

・よりよい生活が

送れる 
・自分のことが 

分かってもらえる 

資料２ 

 

知る権利 表現の自由 

ふり返り 今日の授業では、～～ 

わたしたち 



② 第１１時の本時案 

 ○主な学習活動 ・予想される児童の反応 
◎資料 □留意点 

★評価【観点】 

つ
か
む
【
８
分
】 

○前時までの学習を振り返る。 

○資料を読み取り、本時の課題を把握する。 

・日本は外国と比べると投票率が低い。 

・参政権をもっているのに投票に行かないのはなぜだろう。 

・権利をどのように使えばいいのだろう。 

 

 

◎前時までのノートや関係図 

□参政権だけでなく、様々な権利を学習

したことを想起させる。 

◎世界の議会選挙投票率ランキング 

 

 

 

調
べ
る
【
２
７
分
】 

○資料を基に日本国憲法との関わりについて自分の考えを

書く。（５分） 

・１０代でも政治に関わることで暮らしを変えることができ

ることが分かったから、関心をもつことが大切。 

○自分の考えをグループで交流する。（１０分） 

・世の中のことを知ろうとすることは、参政権につながる。 

・集中して学習することは、教育を受ける権利を正しく使っ

ていることにつながっている。 

・区内の基本的人権に関する取組を詳しく調べたり、参加し

たりすることが日本国憲法と自分が関わることになる。 

○グループで話し合ったことを全体で共有する。（６分） 

○ゲストティーチャーの話を聞く。（８分） 

◎教科書 ノート 資料集 

◎衆院選投票率の推移 

◎日本や外国の国民の政治参加の例 

□GT(ｹﾞｽﾄﾃｨｰﾁｬｰ)には適宜話し合いの

中に入ってもらい、児童の考えを聞い

たり、質問に答えてもらったりする。 

□GT には、「きめきめ王国」「投票に行く

とはどのような意味があるのかなど

について話してもらう。 

＊香川県ゲーム禁止条例の事例 

□年代別投票率の資料を一斉配信する 

★発言やノートの記述から「学習したこ

とを基に国民としての政治への関わ

り方を多角的に考えたりして、適切に

表現していたか。」を評価する。【思②】 

ま
と
め
る
【
８
分
】 

○これから日本国憲法とどのように関わっていくか、自分の

考えをまとめる。 

・日本国憲法で国民に与えられた権利を積極的に使い、自分

達の意見を反映したり、政治について知ったりすることが

日本国憲法に関わっていることにつながると思う。 

★発言やノートの記述から「学習したこ

とを基に日本国憲法の考え方や政治

と自分たちの生活との関わりを考え

ようとしていたか。」を評価する。 

【態②】 

 

板書計画 

 

 

日本国憲法に定められた権利等は、私たちの生活にどのように関連しているのだろう。 

わたしたちのくらしと日本国憲法 

わたしたちが安

心して暮らせるた

めに、日本国憲法

はどのような働き

をしているのだろ

う。 

前時のふりかえり 

児童が 

作成した 

関係図 

世界の議会選

挙投票率ラン

キング 
児童が 

作成した 

関係図 

児童が 

作成した 

関係図 

児童が 

作成した 

関係図 

日本国憲法に定められた権利等は、私たちの生活にどのよう

に関連しているのだろうか。 

学習問題 

問い 

・日本は外国と比べると 

投票率が低い 

・参政権を使えるのに使わ

ないのはなぜ？ 

・権利をどのように使えば

いいのだろう。 

私たち 

まとめ 

私は、これ

から○○を

することが

日本国憲法

と関わって

いくことに

つながると

思う。 

教育を受ける権利 

参政権 基本的

人権の

尊重 

考えたこと 

日本国憲法 





どんなときなら，自分
じ ぶ ん

が思
おも

っていることや考
かんが

えたことを 

そのまま言
い

ったり書
か

いたりできるかな？ 

家族
か ぞ く

との会話
か い わ

 

学級会
がっきゅうかい

 

電話
で ん わ

 

班
はん

別
べつ

の話
はな

し合
あ

い 

手紙
て が み

 

友達
ともだち

との交換
こうかん

日記
に っ き

 

宿題
しゅくだい

の日記
に っ き

 

授業
じゅぎょう

 

学級
がっきゅう

新聞
しんぶん

 

ワークシート２ 法教育視聴覚教材「きめきめ王国」 


